
弥生ヶ丘バス停

入 学 願 書 付

令和３年度



令和３年３月中学校卒業見込みの者　または中学校を卒業した者

すでに高等学校を中途退学し、出願時に他の高等学校に在籍していない者

現在高等学校に在籍し、転校を希望する者

選考区分

１．専願

　□出願資格：次のすべてに該当する者

　　①令和３年３月に中学校を卒業見込みの者

　　②本校への入学を強く希望し、規則正しい学校生活を送ろうとする意志がある者

　　③合格の場合必ず本校へ入学する者

　□選考方法：学力検査（６０分）、面接

　　※学力検査は、入学後の学習指導の参考とするための検査で、国語・英語・数学の

　　　基礎的な内容です。

２．一般（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）

　□出願資格：令和３年３月に中学校を卒業見込みの者、または中学校を卒業した者

　□選考方法：学力検査（６０分）、面接

　　※学力検査は、国語・英語・数学の基礎的な内容です。

　　※一般選考において、一度不合格になると再受検はできません。

夏季・冬季集中スクーリング（約１０日間）登校

週１〜２日登校

（土曜日＋平日午後の選択授業１日）

計２００名

定　　員（男女共学）通  学  ス  タ  イ  ル通 学 コ ー ス

新　　入

編　　入

転　　入

【　６　】に記載

【　７　】に記載

【　７　】に記載
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（写真１枚を貼付）　※受検票欄の記入は必要ありません。

（写真２枚を貼付）

受　　付

説　　明

学力検査

面　　接

受　　付

説　　明

学力検査

面　　接

1月15日（金）

2月 3日（水）

2月25日（木）

3月23日（火）

9 ： 20〜 9 ： 45

9 ： 50〜 9 ： 55

10 ： 00〜11 ： 00

11 ： 10〜

9 ： 20〜 9 ： 45

9 ： 50〜 9 ： 55

10 ： 00〜11 ： 00

11 ： 10〜

1月20日（水）

2月 9日（火）

3月 3日（水）

3月23日（火）

1月20日（水）〜1月27日（水）

2月 9日（火）〜3月18日（木）

3月 3日（水）〜3月18日（木）

3月23日（火）〜3月26日（金）

1月 4日（月）〜1月12日（火）

1月22日（金）〜1月28日（木）

2月15日（月）〜2月19日（金）

3月12日（金）〜3月22日（月）

【 ６ 】新入生出願期間・選考日・合格発表・入学手続期間

選考区分 選考日

専　願

一般Ⅰ

一般Ⅱ

一般Ⅲ

※出願締め切りは最終日の17時までです。（郵送の場合は締切日消印有効）
※転入希望者、編入希望者は上記日程に関係なく随時実施しています。【7】にてご確認ください。

※面接は個人面接のため、終了時間に個人差があります。

【 ７ 】転入生・編入生の出願期間・選考日・選考方法・合格発表

出願期間：随時　※詳しくはお問い合わせください

選 考 日：随時　※必要書類が提出され、在籍している高校より転学照会状が届いていること、又は転学照会状が出ると確認が取れていること

選考方法：面接・その他

合格発表：試験後１週間以内に郵便にて発表（入学手続は随時）

（写真１枚を貼付）　※受検票欄の記入は必要ありません。

（在籍校作成）

調査書（成績・単位修得・出席状況証明書）

調査書（成績・単位修得・出席状況証明書）

新

　
　入

転

　
　入

編

　
　入

※③振込証明書（提出用）選抜料については、出願期間に間に合うよう金融機関で振込んでください。現金での受付は行っておりません。
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□高等学校等に在籍する生徒で日本国内に住所を有する者

□下表の①②に該当する者

支給限度額（月額）保護者全員の〔課税標準額×0.06－調整控除額〕 支給限度額（年額）
118,800円／年

297,000円／年

支給対象外

9,900円／月

24,750円／月

支給対象外

154,500円以上304,200円未満

154,500円未満

304,200円以上

590万円～910万円未満程度

590万円未満程度

910万円以上

高等学校等就学支援金に関するお知らせ

高校生等のみなさんが安心して勉学に打ち込める社会をつくるため、国の費用により、国公私立高校等の生徒の

授業料に充てる高等学校等就学支援金を支給し、家庭の教育費負担を軽減するもので、国への返金の必要はあ

りません。

家庭①

家庭②

家庭③

授 業 料 等
就学支援金
ご家庭の経済状況で
支援金額は変わります。

就学支援金を
差し引いて納入
実際に納入する金額
（自己負担額）

- ＝

入　学　金 100,000円（母子・父子・祖父母孫家庭については30,000円免除）

通学コース 項　　　目 金　　額（／年） 合　　計（／年）

在宅通信制コース

授業料 360,000円
372,000円／年

（月換算 31,000円）※Ａ

施設利用費 12,000円

通学コース 項　　　目 金　　額（／年） 合　　計（／年）

ウィークデイコース

授業料（選択授業含） 440,000円
588,000円／年

（月換算 49,000円）※Ａ
面接指導充実費 88,000円

施設利用料 60,000円

通学コース 項　　　目 金　　額（／年） 合　　計（／年）

ツーデイコース

授業料（選択授業含） 400,000円
456,000円／年

（月換算 38,000円）※Ａ
面接指導充実費 36,000円

施設利用料 20,000円

※１…授業料は就学支援金支給額を差し引いて請求いたしますが、支給予定額（学校から県へ要請する額）と支給決定

額（県が審査・決定した額）が異なる場合は後期請求時あるいは、年度末に調整し、請求又は返金がある場合が

ございます。

※２…その他、教材費、印刷・通信費、制服代等が必要となります。また授業料は前期（４月）後期（10 月）の二期

納入となります。ただし、個別の事情により分割納入（月々の分割）を認める場合がありますのでご相談ください。

※Ａ…この金額より就学支援金支給額を差し引いて請求いたします。
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入　学　金 100,000円（母子・父子・祖父母孫家庭については30,000円免除）

【参考】その他の費用（令和２年度入学生 徴収金等実績）

約40,000円／年 約58,000円／年

約2,600円／年 約2,600円／年
別紙（お問い合せください）

ただし入学前までに入学辞退の手続きを行った者には、納入された授業料及びその他の費用のうち入学金及び選抜

料を除いた金額を返還いたします。

選択授業を選び、集中スクーリングや月１日の登校日以外でも週１日登校 授業料に年額40,000円追加

授業料に年額40,000円追加

14,921円／年
（美術 1,500円込み）

正当な理由なく、かつ所定の手続きを行わずに授業料及びその他の費用を滞納し、その後においても納入の見込み

がない場合は除籍処理といたします。

※選択した選科（授業）の教材費が必要となります。教材費は年度毎に異なります。あくまでも参考額です。

※入学時、必ず納付が必要となります。
　あくまでも前年度の徴収金を参考と
　しております。
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